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　幼稚園のイースターエッグ
　― 復活の喜びに充ちて ―
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宗教センターだより

幼稚園より

卒園礼拝（年長児）

（教諭　迫田 敏幸）

初等部より

（宗教主任　小澤 淳一）

中等部より

（宗教主任　西田 恵一郎）

3/14
終業礼拝

3/15
卒園式

4/11
入園式

3/ 9

3/ 7

卒業礼拝（６年生のみ）
9：10～9：40
初等部米山記念礼拝堂

説教　小澤 淳一（初等部宗教主任）

3/14 8：25～8：50
初等部米山記念礼拝堂

6年生を送る礼拝

奨励　古川 武治（初等部教諭）

15

8：25～8：50
初等部米山記念礼拝堂

11：00～12：00
青山学院講堂

4/12
イースター礼拝

5/11
お母さんへの感謝の集い

講師　西田 恵一郎（中等部宗教主任）

講師　松本 利勝（中等部聖書科教諭）

4/  7 校内清掃奉仕活動

ＣＦ（クリスチャン・フェローシップ）
活動

4/  8
春の教職員修養会

4/26
イースター礼拝

5/10 10:20～12:00
青山学院講堂

母の日・家族への感謝の日礼拝

3/14
卒業礼拝

13：30～15：00

9：20～10：30
青山学院講堂

4/13　
新入生オリエンテーションキャンプ
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滝野川教会
そば屋

入り口

GS

文

文
文文

JR京浜東北線

シリーズ ・ 私の教会

日本基督教団

滝野川教会
大串　久美子
初等部教諭

　滝野川教会は、米国のディサイプ
ルス・オブ・クライストと呼ばれる教派
の宣教師たちの働きと支援によって
建てられました。
　米国ディサイプルス教会の外国伝
道協会宣教師ハーヴェイ・H・ガイ博
士が、東京・駒込に聖学院神学校
（学校法人聖学院の前身）を設立し
たのは、1903年のことです。翌年そ
の構内に、滝野川教会が誕生しまし
た。その後教会は、すぐ近くに場所を
移し、今もなお、上中里の丘で、途切
れることなく礼拝を守り続けていま
す。駒込駅から聖学院、女子聖学院
沿いに伸びる道は「聖学院通り」と
呼ばれ、その通り沿いの一角には、
滝野川教会発祥の地の記念碑が
建てられています。
　滝野川教会の礼拝の大きな特徴
は、毎週礼拝の中で聖餐式が行わ
れていることです。聖餐式では、牧師
先生が「すべて重荷を負うて苦労し
ている者は、わたしのもとに来なさい。
あなたがたを休ませてあげよう」（マ
タイ11：28 口語訳）とおっしゃいます。
この言葉を聞くと、イエス・キリストの
聖餐の恵みにあずかることのできる
喜びを、改めて感じることができま
す。そして礼拝の中で、自分が新た
に創り変えられ、祝福され、送り出さ
れていきます。これが滝野川教会で
毎週守られている礼拝です。

　滝野川教会は歴史的に聖学院と
の深い関係があります。そのため毎
週日曜日の朝９時から行われる教会
学校の礼拝には、たくさんの子どもた
ちが出席します。聖学院や女子聖学
院に通う子もいれば、他のキリスト教
主義の学校に通っている子もいま
す。また、地元の公立校に通う子や、
わざわざ遠方から通ってくる教会員
のお子さんもいて、本当ににぎやか
です。私自身、この教会学校に通っ
て育ちましたが、学校以外の友達に
毎週会えることがとても楽しみだった
ことを覚えています。教会学校
は、幼稚園から小学校６年生ま
での子どもたち（幼小科）と、中
学生から高校生までの生徒た
ち（上級科）に分かれて礼拝を
守っています。また礼拝後の分
級では、学年ごとに分かれて
聖書の学びや工作、ゲームな
どを行って楽しく過ごしていま
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シリーズ地の塩、世の光 各界 で活躍するクリスチャン

United Church of Christ in Japan  Takinogawa Church

サントリーChief of Staff、社長補佐Nathan FLoyd

ヨハネの手紙 一　4章20～21節

まだ開かれていないプレゼント
4: 20-21 John I

　すべての人は、言ってみれば、「未開封のプレゼント」
です。人生でよく経験することですが、神さまは、そのよ
うなプレゼントでもって、私たちを驚かせ、喜ばせて下さ
います。しかし、ときどき、そのプレゼントで喜べない時も
あります。開けてみると、とんでもない中味だと感じてしま
い、喜べなくなるのです。付き合いにくい人たちがプレゼ
ントされるときが、そうです。
　それでも、まだ開かれていないこの贈り物の中に、私
たちは兄弟姉妹を見出します。神さまは私たちを兄弟
姉妹として創って下さったのです。私たちは家族なので
す。愛の帯で結ばれる家族ということです。
　私は今まで、たくさんの異なる企業で、たくさんの違っ
た人 と々働いてきました。一緒に働くことが喜びになるよ
うな人たちがいました。とても付き合いやすい人たちで
した。でも、中には、付き合いにくい人たちもいました。一
緒に働くのが嫌になるような人たちもいました。
　しかし、神さまは私たちすべてに同じような約束と祝
福を与えて下さっています。皆が共に愛し合って人間と

して幸せに生活することができるようになる、という約束
を与えて下さったのです。
　神さまが私たちに人のプレゼントをして下さるとき、最
初に私たちの目にとまるのは、じつはまだ開封されてい
ない贈り物の包装紙の一部分にすぎません。人柄や、
変な癖や、色々な違いは、まだ包み紙の一部分でしか
ないのです。そうではなく、その包み紙をほどいて、本当
の中味を取り出したとき、つまり、その人の内面に触れた
とき、はじめて私たちは本当の「贈り物」を見つけること
ができます。私たちはその「贈り物」を「神の家族」の一
員としてのその人に見出すことができるのです。私たち
は兄弟姉妹なのです。
　この真実がわかると、私たちはすべての人を心から
深く愛することができるようになります。そのとき、私たち
は自分の偏った見方から自由になることができます。そ
して、文字どおり、自由に、自分の仲間や同僚をつくるこ
とができ、そうして、自分の願いに沿って、人生をつくりあ
げていくことができるようになるのです。
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『神を愛している』と言いながら、兄弟を憎む者がいれば、それは
偽り者です。目に見える兄弟を愛さない者は、目に見えない神を
愛することができません、神を愛する人は、兄弟をも愛すべき
です。これが、神から受けた掟です。
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　いま、この国では、われわれひとりびとりが大切にしているもの、大切にしてきたものが
続 と々掘りくずされ、無きものにされようとしている。対してこのニューズは、毎号、決して
掘りくずされぬわたしたちの心の領域がいかに確かなものであるか、示し続けるのであ
る。ここに代表されたそれぞれの思いや決意とともに、私たちはふたたび、新しい季節を
文字通り新しいものとして創り、迎える。この号を未来を踏み固める、よすがとされたい。

海外キリスト教事情

（女子短期大学 現代教養学科准教授　辻 吉祥）

橋本 清一

　カトリック教会の総本山、ヴァティカン市
国の荘厳なサン・ピエトロ大聖堂に象徴
されるように、イタリアは圧倒的なまでにカ
トリックの国である。そしてイタリアの各都
市を訪れると、そこには必ずその町を象
徴する人目を引く大きな教会が建ってい
る。例えば、ミラノには135本の尖塔を持
つ壮大なゴシック様式の大聖堂ドゥオー
モが、ヴェネツィアには金色のモザイクで
輝く目も綾なロマネスク・ビザンチン建築の
サン・マルコ寺院が、各広場に座を占めて
いる。これらの余りにも有名な教会は夏
の観光シーズンになると大勢の観光客が
押し寄せ、入り口付近に長蛇の列が出
来ることも珍しくない。教会の中に入ると、
キリスト磔刑像、聖母マリア像、ピエタ、守
護聖人像、クリプト等がある他、聖書のエ
ピソードを描いた数多くの美しい絵画が
見られ、神聖な礼拝の場であることを忘れて、美術
館に招じ入れられたような錯覚に陥ることもしばし
ばである。しかし、聖日のミサは世俗の喧騒を排し
て荘厳且つ崇高に執り行われるに違いない。
　輝けるルネサンス発祥の地フィレンツェに半年ば
かり滞在したことがある。フィレンツェは世界的に有
名なウッフィツィ美術館を擁し、屋根のない美術館
と称されるほど美しい街であるが、この都市に一
層美を添えているのはドゥオーモと呼ばれる花の
聖母大聖堂（Santa Maria del Fiore）を始めとす
る大小30余りの教会群であるだろう。ドゥオーモで
は復活祭と新年のミサに与る僥倖を得た。待降節
になると、人々は目抜き通りをイルミネーシォンで飾っ
てクリスマスを迎える。イタリアの教会は、曜日や時

間帯によって違うものの、観光客や一般市民に比
較的自由に門戸を開放しているので、筆者もキリ
スト教美術鑑賞を兼ねて教会や修道院に足繁く
通ったものである。就中、画僧フラ・アンジェリコの
『受胎告知』で有名なサン・マルコ修道院とマザッ
チョの美しいフレスコ画で飾られたサンタ・マリア・
デル・カルミネ教会のブランカッチ礼拝堂を訪れた
日のことは、今もって忘れがたい。両教会の素晴ら
しさは日当たりのよい静謐な美しい回廊を持ち、祈
りと信仰の場に相応しい厳かな宗教的雰囲気の
中にキリスト教絵画の美しさが完璧に融合してい
ることであろう。イタリアの教会を訪れる時、必然的
にキリスト教絵画を通して聖書の世界を再認識す
ることになるのである。

カトリックの国イタリア
―花の都フィレンツェの教会
はし もと せい いち

大学経済学部教授

　父方がプロテスタント、母方がカ
トリックという家庭のもとに生まれた
私は、両親の話し合いの結果、生
後すぐにカトリックの洗礼を授けら
れました。高校1年生までは、教会
の礼拝にはたまに出席する程度
でした。何がきっかけであったかは
定かではありませんが、高校2年
生のある時期から真面目に礼拝
に出席するようになりました。大学
生になってからは教会学校のリー
ダーとして小学生に聖書の話をし
たり、教会の役員を務めたりとすっ
かり教会活動にのめり込み、1日の
ほとんどを教会で過ごすようになり
ました。
　しかし、ある時期から教会に通
うことが苦痛でしかなくなってし
まったのです。「クリスチャンとして
自分はこのようにあらねばならぬ」
という思いが強くなりすぎ、それが
自らを縛り上げてしまったためで
す。私の信仰生活はすっかり息苦
しいものとなり、そこに喜びや希望
は一切ありませんでした。こんなに
辛く苦しいことはありません。
　そんなに辛く苦しいのだったら

教会に行かなけ
ればいいではない
かと思われる方も
おられると思いま
す。しかし「教会に
行かない自分はク
リスチャンとして失
格だ。どんなに辛くても無理してで
も行かなければならないのだ」とい
う義務感のみに駆られて無理やり
自らを奮い立たせて教会に行って
いたというのが実状でした。そんな
中で私はすっかり信仰生活に疲れ
果ててしまいました。私がクリスチャ
ンでなければこのような苦しみを味
わわずに済んだのにと、洗礼の恵
みを頂いたことさえ恨みました。
　そんなときに出会ったのがこの本
です。「無理をしない、きばらない」
信仰をこの本を通して教わった私
は今までがんじがらめに縛られて
いた鎖からようやく解放された思い
でした。信仰生活で道に迷ってい
たとき、暗闇の中をさまよっていたと
き、神様は遠藤周作という作家を通
して私に働いて下さいました。神様
はどこまでも愛と慈しみに満ちあふ

れた方であり、私の苦しみをしっか
りと受け止めて下さっていたという
ことを心から感じ、私は涙が止まり
ませんでした。
　スペインのキリスト教作家ベルナ
ノスの言葉に「信仰というものは
90％の疑いと10％の希望だ」という
ものがあります。この瞬間に私の中
で10％の希望が90％の疑いを超
えたのです。「無理をしない、きばら
ない」信仰でもよいのだ、たとえ転
んでも神様の懐の中に抱かれてい
たのだと思えたときの喜びと安堵
感は、これ以降の私の信仰生活を
支えていく上で大切な基盤になり
ました。曲がりなりにもここまで信仰
生活を続けてこられたのはこの本
との出会いがあったからこそだと
いえます。私にとって忘れることが
できない恵みに満ちた1冊です。

『私にとって神とは』

山田　徹
高等部教諭

光文社文庫

遠藤周作

CHRISTIANBOOKS & CDs

だやま とおる

す。１年の中で特に大きな行事はクリ
スマスページェントです。総出演者数
は50名を超えます。最後に全員で賛
美する「すばらしいホーリーナイト」を
聴くと、クリスマスの喜びと教会学校
の温かさを心から感じます。
　小さな子どもたちから信仰の先達
たちまで、幅広い世代に囲まれて過
ごす滝野川教会での教会生活は、
「身近なお手本」に溢れ、私自身の
信仰だけでなく生活も豊かにしてく
れています。お近くにお越しの際は、
ぜひお立ち寄りください。
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　パイプオルガン・・・それは一般的に
決して身近な楽器ではありません。で
もどこか懐かしいような、あるいは憧
れのような思いを抱く方は多いのでは
ないでしょうか。青山学院には初等部
から大学まで全部で5台（初等部1、
短大1、大学2、本部1）のパイプオルガ
ンがあり、日々 の礼拝で奏でられてい
ます。ですから生徒・学生達にとって
は身近な楽器である筈なのですが、
本当のところはよくわからない、謎の
多い存在かもしれません。どんな構造
になっているのか、どこから音が出て
いるのか、あのたくさんのパイプは単
なる飾りなのか ！？ そして、どうやって
演奏するのか・・・等々、疑問は尽きな
いでしょう。
　大学には、それらの疑問に答えるよ
うな講座があります。2003年から始め
られた「オルガニスト養成講座」です。
これは「キリスト教音楽への理解・関
心を高めると共に、オルガン演奏技法
の向上を通して、教会における奏楽
奉仕者を育成すること」を目的とし、
30分の個人レッスンを年間15回受け

られる、というものです。講師は大学オ
ルガニスト（全員クリスチャンで、教会
オルガニストでもある）が担当していま
す。レッスンで使用するオルガンは、青
山キャンパスはガウチャー記念礼拝
堂のスイス、マティス社製（ストップ数
39、パイプ数2713本）、相模原キャン
パスはウェスレー・チャペルのデンマー
ク、マルクーセン社製（ストップ数40、
パイプ数2817本）です。年間約30名
が受講し、年度末の発表会ではその
成果を披露しています。年2回の講演
会での学びの機会もあります。受講
生達は、発表会のプログラムに次のよ
うなコメントを寄せています。「パイプ
オルガンに触れるなんて夢のよう」「両
手両足を駆使しての演奏はとても難
しいがやりがいがある」「天から降っ
てくる音の迫力に圧倒される」「荘厳
な音に自分も厳かな気分になり、自分
が小さく思える」「オルガンを習えたこ
とはかけがえのない経験。喜びと感
謝で一杯だ」等々。
　パイプオルガンは古い時代から、キ
リスト教会と共に長い歴史の中を歩ん

できました。パイプに息（空気）を送り
込むことによって音が出るオルガンの
音は、人間の声と非常に溶け合いや
すいということもあり、人々の賛美を支
える楽器として重宝され続けてきまし
た。「命の息を吹き入れられた」（創世
記2：7）存在である私たちは、「息ある
ものはこぞって主を賛美せよ。」（詩編
150：6）と、促されています。主を賛美
する者として創られた私たちは、オル
ガンの音と共に息を合わせるようにし
て賛美する時に、不思議な喜びに満
たされます。
　このオルガニスト養成講座が、賛
美することの喜びを伝える場として、
又、学生が活き活きと生きられる場と
して用いられることを心から祈らずに
はいられません。

（加藤 常昭 訳）

　主なる神よ、甦り、今生きておられるイエス・キリストにわれらを結びつけてください。そしてわれらの生が、
イエス・キリストにおいてみ心としておられることによって、のみつくされてしまいますように。地上でわれらを
束縛しようとするすべてのものから解き放ち、常にかしらを高くあげる自由な者としてください。われらの
救いが近づいているのですから。それゆえに全能の神よ、われらはこの困難な時代にあってもあなたに
信頼しているのです。すべての民をかえりみてください。あなたはまさにこのすべての民を、み国に
集めようとしておられるのです。神よ、あなたはわれらの避け所、われらの助けです。終わりまでわれらは
あなたに信頼します。 アーメン

クリストフ・ブルームハルトのイースターの祈り



高等部より

女子短大より

大学より

本部より

（宗教主任　相良 昌彦）

（女子短期大学宗教活動センター）

（宗教センター事務室）

（宗教センター事務室）
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イースター礼拝

火

火

月　

月　

月

水

金

土

木

月

月

水

火

高等部PS講堂

3/22　 13：30～14：30
青山学院講堂

伊豆天城山荘

説教　吉岡 康子（女子短期大学宗教主任）

説教　山畑 謙（小金井緑町教会牧師）

3/ 8
卒業礼拝

火 高等部PS講堂
説教　塩谷 直也（大学宗教主任）

説教　吉岡 康子（女子短期大学宗教主任）

卒業礼拝

土3/26
① 9:00～　ガウチャー記念礼拝堂
②12:15～  ガウチャー記念礼拝堂

卒業礼拝

4/  4 10：00～11：00
青山学院講堂

12：35～
13:20

始業礼拝

月5/16　 12：35～13:05

3/28　
宗教活動委員会
オリエンテーションキャンプ

5/ 9 ,11水,13金

,29火

チャペル・ウィーク

ペンテコステ礼拝

大学宗教委員研修会

3/ 2

キリスト教推薦入学生
オリエンテーション

10:00-15:00（予定）
17号館3階　
17307教室（青山）

講師　西原 廉太
（立教学院副院長、立教大学文学部長）
テーマ　「キリスト教大学の歴史と展望
　　　　　　　～立教大学から学ぶ～」

4/  1 9:00～
ガウチャー記念礼拝堂他

キリスト教概論 Ⅰ
オリエンテーション
4/  2 5

13

27

新入生歓迎礼拝

〈青　山〉
〈相模原〉

ガウチャー記念礼拝堂
ウェスレー・チャペル

〈青　山〉
〈相模原〉

ガウチャー記念礼拝堂
ウェスレー・チャペル

4/  7

チャペル・ウィーク
5/23 金

わかりやすく、楽しく聖書が学べます。
（宗教主任担当）

いずれの集会も自由に参加できます。

聖書に親しむ会

文学、自然科学、社会問題、音楽
などをキリスト教信仰との関わりに
おいて語り合い、考え合います。
（宗教委員、クリスチャン教員と
　　　　　　　　宗教主任担当）

キリスト教文化に親しむ会

4/  4
教職員新学年度礼拝

17：00 ～
ガウチャー記念礼拝堂

宗
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ガウチャー記念
礼拝堂他
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中等部3年

上野 えれんイ
ー
ス
タ
ー
か
ら
思
う
こ
と

高等部3年

栗原 紘介神
と
も
に
い
ま
し
て

　多くを学んだ高等部
の生活がもう終わろう
としている。３年前、希
望いっぱいに進学した
時には、高校生活にお
いて大きな躓きがもた
らされることなど考えも
しなかった。
　中等部では健康そのもので無遅刻無欠席だった
僕は、高校に入ると疲れやすくさまざまな不調を感じ
るようになり、１年生の時には2ヵ月も学校を休み療養
することになった。登校できるようになっても暫くは体
調が戻らず、クラスの列に入って講堂にいることが難
しかった時には、待機教室やドアのすぐ近くの席を先
生が用意してくださって礼拝に参加していた。その
時にふと思い出したのは、幼稚園の頃に見た聖書絵
本だった。マルコによる福音書の一場面で、満員の
家でイエスがパリサイ派の人々や律法学者に教えを
説いている時に、４人の男が中風で寝たきりの人をイ
エスの前に連れて行こうと考え、屋根を壊して宙づり
にして中に入れる。イエスを信じる者が支え合い、弱
った者をイエスに委ねる場面だ。不思議なことに、そ
の頃聞いた聖書の言葉はこれまで繰り返し聞いたも
のであっても、より深く心に刻まれたように思う。
　僕たちは神様に愛されているだけでなく、互いに
愛し合いなさい、という言葉通りに、神様から与えら
れた先生や友人がいる。困難にぶつかり、もうだめか
な、と思った時にも必ず逃れの道と救いが用意され
ていた。病いを得て、普段の学校生活が当たり前で
はなかったことに気付くことができたのは、きっと楽し
い学校生活の中で心が衰えていた僕に、謙虚さや
感謝を学ぶ機会が与えられていたからではないかと
思う。マザー・テレサは「神は私達に成功を望んでい
ない。ただ挑戦することを望んでいる。」と言われた。
何かに秀でて功績を得ることのみを目的としない生
き方をしよう。これからの僕は与えられた恵みを生か
し、同じように神様に愛されている周りの誰かを支え
ることもできるだろう。安心して挑戦し続けていこう。
何と心強く、嬉しいことだろうか。

　イースターはイ
エス様が復活され
たことをお祝いす
る祭日です。
　教会では、イー
スター礼拝が行わ
れ、きれいに色付
けされた卵と、うさ
ぎやひよこが描かれたカードがいただけます。
　ある時、私はなぜイースターに卵やうさぎが
関係あるのか牧師さんに聞いてみたところ、ひ
よこが殻を破って卵から生まれるのは、イエス
様の復活を表している、また、うさぎは、たくさん
の子どもを産むことから生命の喜びを見ること
ができるからだ、と教えていただきました。
　2000年前、イエス様はこの世にお生まれに
なりました。しかし、イエス様が33年間の人生
で布教をした日々は、たったの3年ほどだとい
われています。3年というと、私が中等部で過
ごした日々 と同じくらいだと思うと、あっという間
です。
　イエス様は貧しい大工の家に生まれ、布教
するその3年間の始まりは、ヨルダン川でヨハネ
から洗礼を受けてからといいます。そして、弟
子たちをむかえ、花や鳥などの無垢な者を愛
し、「心の貧しい人々は幸いである、天の国は
その人たちのものである」と説かれました。そ
れは、常に欲を捨てて生きること、そして人々
の光となること。しかし、欲を捨てることは難し
いと思います。それでも私たちの失敗や罪を
赦して下さる厳しくも優しいイエス様の言葉に
深い愛を感じてなりません。
　私たちは、イエス様にふれることも会うことも
できなくても、その生涯と教えの御言葉が福音
書となり、これからも聖書を読む私たちの心の
奥に響きわたるでしょう。
　イースターからは、殻を破ってよみがえられ
たイエス様の私たちへの深い愛を感じるの
です。

幼稚園保護者会会長

藤原 裕子神
様
に
愛
さ
れ 

守
ら
れ
て

　幼稚園に通い始めの頃
は、毎朝満員電車に親子でも
まれ、やっとの思いで幼稚園
へ。帰りは表参道の駅までも
歩けなくなり、抱っこで帰った
り、途中で寝てしまうこともあり
ました。そんな娘たちも長女は
初等部4年生、次女はいよい
よ卒園を迎えます。
　幼稚園で過ごした３年間は親にとっても、子どもにとっても
特別な時間であり、また、幸せな時間でした。幼稚園にはと
ても温かな空気と豊かな時間が流れています。都心とは思
えない園庭の豊かな緑は初夏には枇杷、秋には柿や銀杏
など様 な々実りがあり、春には池にたくさんのおたまじゃくし
が生まれ、大きなヒキガエルもやってきます。絵本や遊具に
は代々大切に使われてきたものも多く、それを手にした時に
ホッとするような温もりを感じます。日々 の礼拝やお祈りを通し
て、いつも神様に愛され守られていることを感じ感謝し、子
どもたちの声や心にいつも耳を傾け、愛で包み導いて下さ
った先生方と共に、この温かな幼稚園で３年間を過ごしまし
た。子どもたちは幼稚園のどこかに自分の大好きな場所が
あり、思い思いに伸び伸びと遊んでいます。泥だんご作りに
適した土はどこにあるのか、どの砂をかけるとツルツルピカピ
カになるのか、姉妹でそんな話をすることもありました。
　私たちは、この幼稚園で神様に出会いました。５年前に
東日本大震災が起き、当時１歳になったばかりの次女のミル
クやおむつ、水のことなどこれからどうなってしまうのか、この
まま東京にいて安全なのかなど、毎日を不安な気持ちで過
ごしていました。今、考えると恥ずかしいのですが、自分たち
のことばかりを考え、余裕もなく、笑顔も消えていました。そん
な時、当時年中だった長女が 「ママ、だいじょうぶだよ。かみ
さまがまもってくださるから…」と、言ってくれました。その一
言でとても気持ちが楽になりました。小さいながらも神様が
いつも一緒に居て下さること、守って下さることを感じて育っ
ていることにうれしくなりました。
　子どもたちはこれから成長し、様 な々道を歩んでいくこと
でしょう。どんな困難な場面にぶつかっても神様と出会い、
お友達や先生方とたくさん遊び、共に育った幼稚園が変わ
りなくここにあること、いつでも帰れる場所があることは何と
幸せなことでしょう。
　手をつなぎ通った親子にとってかけがえのない３年間に
感謝しています。

初等部6年

岩田 有紗み
言
葉
と
共
に

　私の幼稚園は、カ
トリックでした。クリス
チャンの母が、小さ
い時からキリスト教
に触れさせたいと思
ったからです。通っ
ていた教会はプロテ
スタントです。主の祈
りや旧約聖書の内
容が少し違いましたが、お祈りするみんなの心は同
じだったと思います。
　私は自分からキリスト教の道に入ったわけではな
いので、信じる意味について考えたことがありません
でした。祖母は仏教徒で、キリスト教が嫌いです。だ
から私は、仏教とキリスト教を別 に々考えていました。
けれども、４年生の時に曾祖父と曾祖母が続けて亡
くなり、親類同士でもめていた時、キリスト教も仏教も
同じなのではないかと思うようになりました。それは、
祖母が、問題が解決するまで、毎朝仏壇で祈って
いたからです。対象は違っても、信じる気持ちは同じ
だと思いました。
　信じる気持ちとは、人種や感情などを全て超えた
存在を信じることで、祈れば叶えられると信じている
から、祈ることができるのだと思います。悩んでいる
時に祈って、神様がくださった答えが自分の答えと
違ったとしても、それが神様の答えだと思えること
が、信じるということだと思います。信じていた人と離
れても、神様は一緒にいてくださると信じると、一人
ではないと強くなれます。それが信じる意味なので
はないかと思います。
　私は自分の感情を言葉にするのが苦手です。１
年生のパートナーさんにクリスマスカードを書く時、
思いを上手く言葉にできなくて、それを代弁するよう
な気持ちで聖句を探しました。見つけたのは、「ひと
りよりもふたりが良い。共に労苦すれば、その報いは
良い。倒れれば、ひとりがその友を助け起こす。倒れ
ても起こしてくれる友のない人は不幸だ。（コヘレト4・
9～10）」です。パートナーさんから届いたカードを読
んで、気持ちが伝わったと思いました。
　礼拝で、聖書は人生の手引き書だというお話を
聞いたことがあります。私は、それを初等部の６年間
で実感することができました。これからも、聖書を手
引き書にして神様のみ言葉と共に歩んでいきたい
です。

女子短期大学 現代教養学科2年

杉浦 里帆多
く
の
愛
に
感
謝
を
込
め
て

　この二年間、私
はとても尊い時間
を過ごしました。自
分の中での変化が
多くあり、大切にし
たいと思う人達に
数多く出会いまし
た。今こうして、自
分の学びたいことが学べた喜びを、見守ってくれる人
達がいた幸せを感じられるのは、青山学院での学び
があったからだと感じます。その中でも、キリスト教を
学べたことが自分にとって最大の出会いでした。
　私には、二年間の中で忘れられない瞬間がありま
す。それは、ある友人が私のために祈ってくれた時で
した。「里帆の歩む道が、神様の愛で守られますよう
に。たくさんの幸せが、降り注ぎますように。里帆のこと
を心から大切に想い、祈っている存在がここにいるこ
とを、忘れないでいてくれますように。」私は、その言葉
を聞きながら涙が止まらなかったことを、今でも覚えて
います。自分のために誰かが祈ってくれる、その行為
がどれほど尊く幸せなことであるか、その時強く思い
知りました。それ以来、私は毎日、神様に祈っていまし
た。自分が今生きている幸せや、周りが健康でいてく
れることへの感謝、出会う多くの人が幸せでいてくれ
ますようにと。きっと、卒業後もこの祈りの時間は、私の
人生でずっと続いていくと思います。
　学校での学びの中で、寮生活の中で、ハンドベル
の活動の中で、私は常に神様の大きな愛の中で生き
ていたように思います。これは私の我が儘ですが、私
は多くの人から愛される人で在りたいと常々思ってし
まいます。そして、その愛に気付ける人で在りたい。そ
の受けた愛を、返せる人で在りたい。深く、そう思うよ
うになりました。これから生きる中で、人間関係はより
広がり、抱えるものも増えていくと思います。それでも、
大切な家族から、先生方から、友人から、この文章を
読んでくださっている皆様から、私は多くの愛を受け
生かされています。そんな今をこれから先も忘れず
に、与えられている愛に感謝して、生きていけたらと思
います。

大学社会情報学部4年

坂本 錦一

D
o the right things

　私の大学生活は、
出会いとチャレンジの
嵐でした。大学生に
なった当初は、新たな
人間関係の形成に
不安を覚える時もあり
ましたが、今では学
部、サークル、教員、学外など様 な々切っ掛けを通
して多くの仲間ができました。以前私は、あまり他人
に私事を相談しない性格だったため一人で突っ走
ってしまったり、不安を抱えたりする事がしばしばあ
りました。しかし、大学で出会った友達を通して多く
の価値観に触れ、自然と自分の考えや、感じている
ことを話している自分がいました。お互いに、これだ
けは譲れないという大切な事について話していると
きは、相手の芯に触れ、分かり合えた喜びから笑み
が止まりませんでした。学友と過ごした、こうした濃
い時間から私はたくさんの事を学びました。
　一方で大学生活では、勉学、就職活動、日常生
活など様 な々場面において試練やチャレンジが待
っていました。自力でもがいてなんとか乗り越えた
り、仲間とともに乗り越えたり、簡単なチャレンジもあ
れば、本当に屈してしまうチャレンジもありました。私
は、壁にぶつかったとき社会情報学部の非常勤講
師から学んだ“Do the things right, Do the right 
things”を心に留め行動するよう心がけています。
“Do the things right”は事を正しく行うという意味
で、”Do the right things”は正しい事を行うという
意味です。この2つは、意味合いが似ているように
思えますが実は全然違います。社会や周りの環境
に合わせ単純に物事を行う前者ではなく、自分にと
って何が正しいのか、この意思決定が本当に正し
いのかを吟味する後者が大切だと私は学びまし
た。それ以来、自身が選択した結果がどんな形で
あろうと納得することが出来るようになりました。
　私は、今春社会に出ます。また、新たな出会いや
チャレンジがたくさん待っていると思いますが、一つ
一つを楽しみ正しいことは何か考え突き進んでいき
たいと思います。

特集

こふじ わら ひろ いわ た あり さ くり すけこうはら すぎ うら り ほ いちきんもとさかのうえ

思い出がいっぱいの学院生活も、あとわずか。
次のステージに向けて新しい一歩を踏み出す思いを、各部の方にききました。

び　わ

ヨハネによる福音書　第20章1～23節神が下さる真の希望
序

　私たちは皆、希望を必要としています。「これ
から今よりもよくなっていく。大丈夫。」そう言って
もらいたいし、そう思いたいのです。希望がな
かったら前に進むことはできません。
　しかし事実の無視や思い込み、希望的観測
は真の希望ではありません。試験勉強をしない
のにどうにか合格すると思うこと、クレジットカード
の請求書を開かないこと、いつかは死ぬとわかっ
ているのに考えないようにすること。それは真の
希望ではありません。
　実は、真の希望はあなたの内側にはありま
せん。
　どんな状況の中でも決して失われることのな
い真の希望は、ただ神の内にあります。
　イースター（復活祭）のメッセージ。それはあな
たが今どのような状況の中にいても、神からの真
の希望があるということです。

真の希望は神の犠牲を通して来た
　二人の人の間で争いが起こった時、「あの人
が悪いんだから、あの人が謝りに来るべきだ」と
考えます。しかし神は異なる道を選ばれました。
　人が神に背を向け罪を犯しました。悪いのは
私たちです。しかし神は、希望なく暗闇の中にい
る私たちをそのままにされず、ご自分の方から歩
み寄られ、苦しみを担ってくださり、救い主イエス・
キリストを送られたのです。それがクリスマスの

出来事です。
　人びとは、都合の良い時には「イエス様！」と
寄ってきましたが、都合が悪くなると「あんな奴は
殺せ」と叫び、最後は十字架にかけて殺しました。
　キリストは私たちの罪を背負って死なれまし
た。そのキリストを父なる神が復活されられた、そ
れがイースターの出来事です。キリストの十字架
には、私たちの罪の深さと、それを覆い尽くす神の
愛の広さ、長さ、高さ、深さが現れているのです。

あの十字架の意味について歴史上は様々な解
釈がなされてきました。しかしはっきりと言えること
は、私たちはできない何かをキリストはあの十字
架の犠牲を通してなしてくださったのです。
 

真の希望は涙と恐れの中で
あなたに出会う 

　愛する人が亡くなった時、私たちは泣きます。
悲しくて悲しくて、大声をあげて激しく、あるいは
静かに声を抑えて泣きます。人前では気丈に振
る舞っても、泣きます。なぜか？
もう会えないからです。一緒に過ごした時を思
い、楽しかった時を思い、親切にしてもらったこと
を思い、泣くのです。もう会えないから。もうお別れ
だから。
　私たちは愛する人と永遠に一緒にいたいと思
います。永遠への思いがあるのです。あなたは、
神と、また愛する人と共に永遠を過ごすように造
られているのです。
　真の希望は、人間の強さからも、賢さからも、努
力からも得られません。私たちは、人間の弱さ、愚
かさ、限界を認めなければなりません。そして、に
もかかわらず自分が傲慢であることも認めなけれ
ばなりません。71年前に終わった戦争を通して、
また５年前の大震災を通して私たちはこのことを

痛感しました。自分の小ささと弱さ愚かさに絶望
する時、初めてそこにある神の確固とした恵みの
希望を見出すことができるようになるのです。
　復活のイエスに最初に会ったのはマグダラの
マリアでした。彼女はキリストに会う前、7つの悪
霊に憑かれていたと聖書は記します。自分の力
ではどうにもならない破壊的な力を知っていまし
た。更に彼女は、十字架によってイエスは殺され、
もう全てが終わりだめになったと失望の極みにい
ました。彼女はそのただ中で、復活されたイエス･
キリストに出会うのです。
　もしあなたがまだ自分でどうにかできると思って
いるなら、あなたは自分の力で押し切ろうとする
でしょう。そして神のもとに来ないでしょう。
　しかしあなたが、自分の限界と弱さを認め、神
のもとに来るなら、神からの慰めと真の希望を受
け取ることができるのです。

真の希望は平安となすべきわざを
あなたに与える

　復活したキリストから弟子たちへの最初の言
葉。それは平和（エイレーネー）となすべき務めの
言葉でした。あなたが神のもとに来る時、神から
の平安と、あなたを最も活かすかたちで人びとに
仕えていく務めを受け取るでしょう。そしてその

時、もはや小さな自分のためだけの人生ではな
く、神と人を愛し、仕え、最も深き充足を受け取る
サーバントリーダーとしての生き方へと変えられて
いくでしょう。

　私たちは皆、自分の愛する人との死別を経験
していきます。そして一人自分の死を経験してい
きます。今から100年後、私たちは皆、地上での生
涯を終えています。あなたはその準備ができてい
るでしょうか。
　聖書が語る真の希望。それは「いいお話」とい
う程度のものではありません。頑張れば、まじめに
やっていればどうにかなる、という程度のものでも
ありません。それは、もしあなたが今日、死に直面
するとしても、持つことのできる希望。そしてあな
たが明日生きていく中で、あなたを導く希望。何を
得ても、失っても決して揺らぐことのない希望。そ
して最も困難な状況の中でも、とんでもない状況
の中でも変わることのない希望です。
　それは、神が永遠に私たちと共にいて下さり、
もう前に進めないような痛みの中でも、その痛み
を担ってくださり、神に信頼する者すべてによきも
のを与えて下さるという希望です。それをあなた
は受け取ることができるのです。もし神のもとに来
るなら。

大学宗教主任
藤原 淳賀

わら あつ よしふじ


